
昭和医科大学創立100周年

記念事業募金ご支援のお願い

s i n c e  1 9 2 8 ～ 2 0 2 8

〒142-8555 東京都品川区旗の台1-5-8  https://www.showa-u.ac.jp/

TEL.03-3784-8387
（総務部 企画課）

創立100周年記念事業募金に関するお問い合わせ



募 集 概 要

～ 10 0周年記念事業一覧～

203件　254,826,000円

学校法人昭和医科大学  理事長

小口勝司
昭和医科大学  学長

上條由美

令和7年度 寄付実績

937件　967,494,017円
累計寄付申込実績

募集期間 2022年（令和4年）12月1日 ～ 2029年（令和11年）3月末日

募集金額 ◉個 人 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1口 5万円以上
◉法人・団体様 ・・・・・・・・・・・ お申込み金額は特に定めておりません

名　　称 創立100周年記念事業募金

目標金額 30億円

※1口未満のご寄付につきましても、ありがたくお申し受けします。

（2026年3月 現在）

1 2

　皆様におかれましては、平素より昭和医科大学

の教育・研究・診療活動に多大なるご理解とご支援

を賜り、心より御礼申し上げます。

　昭和医科大学は、学祖・上條秀介博士により1928

年（昭和3年）に昭和医学専門学校として創設され

ました。以来、建学の精神「至誠一貫」のもと、「人

間味あふれる臨床実地家を育成したい」という創

設時からの想いを受け継ぎ、社会に貢献できる医

療人の育成に努めております。

　現在、本学は医学部・歯学部・薬学部・保健医療

学部の4学部をはじめ、大学院、専攻科、8附属病

院、2診療施設を擁する医系総合大学として、教育・

研究・診療の充実を進めています。令和7年度には、

初年次全寮制教育を担う富士吉田キャンパスに

2号館が完成し、学修環境と生活環境が一段と整

備されました。また令和9年度には、鷺沼キャンパス

の開校や保健医療学部の新学科設置・再編、横浜

キャンパスでの看護専門学校開校など、将来を見

据えた教育基盤の強化を予定しております。

　昭和医科大学は、2028年（令和10年）11月15日に

創立100周年を迎えます。これからも社会に貢献で

きる医療人の育成を続けていくために、次の100年

に向けた記念事業を着実に推進して参ります。そ

のためには同窓生、保護者、企業、そして関係者の

皆様からの温かいご支援

を賜りますようお願い申し

上げます。

藤が丘病院 再整備事業

歯科病院 旗の台移転事業

旗の台キャンパス 整備事業

横浜キャンパス 看護専門学校設置事業

保健医療学部 新学科等設置・再編事業

鷺沼キャンパス 整備事業
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～ご支援のお願い～
未来の医療教育のために



昭和医科大学 100年の歩み
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1世紀に亘って医療に貢献する人材を育んできた昭和医科大学。 
その次の時代へのチャレンジのために。

1930年（昭和5年）頃  入学式においての学生宣誓

1965年（昭和40年）
開設当時の富士吉田校舎

1980年（昭和55年）
昭和大学病院入院棟竣工

1975年（昭和50年）
藤が丘病院竣工・開院
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（平成2年）

（平成３年）

（平成５年）

（平成7年）

（平成9年）

（平成18年）

（平成19年）

（平成23年）

（平成28年）

（令和元年）

（平成13年）

（平成14年）

（平成26年）

（平成1１年）

（平成30年）

（令和4年）

（平成27年）

（平成25年）

（令和5年）

◉附属藤が丘リハビリテーション
　病院竣工、開院

◉9号館完成

◉11号館完成

◉10号館完成

◉昭和大学医療短期大学
　創設、開学（保健医療学部前身）

◉昭和大学病院再整備完了
◉昭和大学附属東病院開院

◉昭和大学横浜市北部病院 開院

◉保健医療学部を設置

◉薬学部薬学科の6年制課程を設置
◉教養部を富士吉田教育部に改組
◉豊洲クリニック 開院
◉富士吉田校舎女子寮「すみれ寮」新設

◉大学院保健医療学研究科
　修士課程を設置
◉富士吉田校舎男子寮「第2白樺寮」新設

◉大学院薬学研究科博士課程を設置
◉大学院保健医療学研究科
　博士課程を設置
◉16号館(講義棟)完成
◉臨床薬理研究所 開設

◉江東豊洲病院 開院

◉歯科病院内科クリニック 開院
◉富士吉田スクエアガーデン 完成

◉上條記念ミュージアム、上條記念館 開館

◉先端がん治療研究所 開設

◉富士山麓自然・生物研究所 開設
◉臨床ゲノム研究所 開設

◉スポーツ運動科学研究所 開設

◉発達障害医療研究所 開設

◉脳機能解析・デジタル医学研究所 開設
◉ストレスマネジメント研究所 開設

1990

199１

199３

199５

1997

2006

2007

2011

2016

2019

（平成24年）
（平成10年）

◉8号館完成
◉昭和大学宣言を定める
◉富士吉田自然教育園 開園

20121998

2001

2002

2014

1999

2018

2022

2015

2013

（令和7年）

◉昭和医科大学と改称
2025

2023

◉4号館完成

（昭和3年）

（昭和21年）

（昭和26年）

（昭和34年）

（昭和39年）

（昭和40年）

（昭和44年）

（昭和49年）

（昭和49年）

（昭和52年）

（昭和57年）

（昭和58年）

（昭和45年）

（昭和42年）

（昭和43年）

◉昭和医学専門学校を設立

◉医科大学設立認可、
 昭和医科大学となる

◉烏山病院が本学の附属病院となる

◉大学院医学研究科博士課程を設置

◉昭和大学と改称
◉薬学部を設置
◉医学部附属高等看護学校※を設置
　※後、看護専門学校に名称変更

◉富士吉田校舎 開設
◉第1学年の全寮制がスタート

◉大学院薬学研究科
　修士課程を設置

◉大学総合校舎(1号館)完成

◉大学院薬学研究科
　博士課程を設置

◉5号館完成

◉歯学部を設置。
◉歯学部附属病院
　（歯科病院）竣工、開院

◉50年記念館(7号館)完成
◉豊洲病院を本学附属病院
　として整備、開院

◉大学院歯学研究科
　博士課程を設置

1928

1946

1951

1959

1964

1965

1969

1974

1977

1982

1983

1970

1967

1968

（令和6年）

◉メディカルデザイン研究所 開設
◉臨床疫学研究所 開設
◉細胞外マトリックス研究所 開設 
◉横浜自然教育園 開園

2024

2028
創立100周年

草 創 期 成 長 期

充 実 期

1931年（昭和６年）頃  組織学実習

2001年（平成13年）
横浜市北部病院開院

1928～

1965～

1990～

創立者 上條秀介博士

2014年（平成26年）
江東豊洲病院開院

◉附属藤が丘病院 
　竣工、開院

1975

2026年（令和8年）
富士吉田校舎２号館
（実習棟）完成

基礎看護実習室

（令和8年）

◉富士吉田校舎２号館（実習棟） 完成
2026
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未来につなげる整備事業
次世代へのチャレンジに欠かせない記念プロジェクト昭和医科大学昭和医科大学

創立100周年
記念事業

創立100周年
記念事業

　創立100周年記念事業のひとつとして、
昭和医科大学では令和9年度の開校を目
指し、鷺沼キャンパスの整備を進めていま
す。本事業は旗の台キャンパス校舎整備
計画の一環として、令和6年度に建設工
事を着工し、令和8年度に新校舎が完成
する予定です。
　新キャンパスでは、医・歯・薬学部の2・3
年次および4年次の一部、保健医療学部
の2～4年次、助産学専攻科の約2,000人
の学生が、学部を越えて共に学び、チーム医療が習慣として身につく環境を整備します。
相互の理解と信頼、学部や職種を超えた仲間意識を醸成するため、建物内は学部別で
はなく、学年を軸とした構成とし、将来の医療を担う人材の育成を目指します。

鷺沼キャンパス 整備事業

至 誠 一 貫 、次 の 1 0 0 年 へ
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未来につなげる整備事業
次世代へのチャレンジに欠かせない記念プロジェクト

昭和医科大学昭和医科大学
創立100周年記念事業創立100周年記念事業

　本事業は、大学施設および病院施設の
整備を計画するものです。鷺沼キャンパス
移転後の大学機能の配置計画を検討す
るとともに、昭和医科大学病院と附属東病
院の機能を統合して、入院棟・中央棟・新
棟における病院機能の配置計画を検討し、
診療・教育・研究体制の強化を図ります。

　本事業は「旗の台キャンパス整備事業」に係る事業の
一環として実施するもので、歯科病院の機能を旗の台エリ
アへ移転する計画を検討しております。旗の台キャンパス
整備との整合を図りながら、
歯科病院機能の配置や
施設計画について段階的
に検討を進めてまいります。

　開院から51年を迎えた藤が丘病院を
再整備し、地域の皆さまが将来にわたり
安心して医療を受けられる環境を整備
します。横浜北部地域の中核病院とし
て高度急性期医療や災害拠点病院と
しての機能を担うとともに、藤が丘駅前
地区の都市計画および土地区画整理
事業に基づき、地域と一体となったまち
づくりを推進してまいります。

昭和医科大学

上條記念館

50年記念館
入院棟

昭和医科大学病院
中央棟

昭和医科大学病院附属
東病院

旗の台キャンパス 整備事業

歯科病院 旗の台移転事業

　医療の高度化・多様化に対応するため、令和9年
4月にリハビリテーション学科へ言語聴覚療法学専
攻・視覚機能療法学専攻を、医療技術学科として
診療放射線技術学専攻、臨床工学専攻、歯科衛
生学専攻を新設します。保健医療学部の再編によ
り、それぞれの専門性を発揮し、多様な職種と連携・
協働できる人材の育成を図ります。

保健医療学部 新学科等設置・再編事業

　令和9年4月に昭和医科大学附属横浜看護専門学校
の開校を予定しています。保健医療学部の鷺沼キャンパ
ス移転後の施設を活用し、建学の精神「至誠一貫」のもと、
医系総合大学附属校ならではの質の高い教育と実践的

横浜キャンパス 看護専門学校設置事業

藤が丘病院 再整備事業

な学びの場を提供し、豊かな人間性を育むとともに、人々
の健康の回復・維持・増進に貢献できる優れた医療人の
育成を目指します。

※藤が丘駅前地区再整備基本計画
  （原案）概要版より

〈 鳥瞰イメージ（北東側より）〉



ご寄付のお申込みについて
創立100周年記念事業募金

申込書《 記入例 》

お申込み方法 寄付に対する優遇措置

ご入金方法
下記指定口座に直接お振込みいただくか、 Web内「クレジットカード決済を利用する」よりフォームをご利用いただけます。
現金書留によるご送金や大学の窓口にて現金によるご寄付も申し受けいたします。

本学は特定公益増進法人に定められており、ご寄付をいただいた場合税制上の優遇措置が講じられます。

三菱UFJ銀行　わかたけ支店 普通預金  2 4 9 70 5 5 学校法人 昭和医科大学

銀行名 口座種別・口座番号 口座名

本学は文部科学省より寄付控除の対象となる証明を受けておりますので、税制上の優遇措置を受けることができます。

《 所得控除制度と税額控除制度（どちらかを選択できます）》

法人からの寄付金につきましては、法人税法に基づいて、当該事業年度の損金に算入することができます。
損金算入できる金額は寄付申込みの種類により、下記の通りとなります。

同封の申込書をご利用の場合

同封の申込書をご利用の場合の

Web申込みの場合

受配者指定寄付金制度のご利用について

《 制度について 》

《 手続きについて 》

受配者指定寄付金制度とは、日本私立学校振興・共済事業団が私立学校の教育研究の発展に寄与するために、寄付者(企業
等)からの寄付金を受け入れ、これを寄付者が指定した学校法人へ配布するものです。寄付を行う法人は、この制度を利用す
ることにより寄付金全額の損金算入することができます。

◎受配者指定寄付の手続きには、本パンフレット同封の申込書に加え、日本私立学校振興・共済事業団あての所定の寄付申
込書が必要となります。ご利用を希望される場合は総務部企画課までご連絡ください。

◎特定公益増進法人に対する寄付金／特定公益増進法人に対する寄付金の損金算入限度額は下記のように定められております。
優遇を受けるには、本学の発行する「領収証」と「特定公益増進法人証明書(写)」が必要となります。

《 個人住民税の寄付金による控除 》
東京都、品川区、神奈川県にお住まいの方は、個人住民税の寄付金控除の適用も受けられます。

※寄付金の税額控除を受
けるには寄付された翌
年、確定申告期間に所
轄税務署で確定申告を
行ってください。
詳しい内容、手続きにつ
いては、所轄の税務署に
お問合せください。

【 所得控除 】

寄付金控除（税額控除）額の計算 例：月々3,000円のご協力の場合

（年間の寄付金合計額）‒2.000円×40%＝税額控除額

{ 寄付金額（総所得額の30%が限度） ‒ 2千円 } × 控除率

{ 寄付金額（総所得額の40%が限度） ‒ 2千円 } を総所得額から控除

【 税額控除 】 { 寄付金額（総所得額の40%が限度） ‒ 2千円 } × 40%を所得税額から控除

（イ＋ロ）× ×イ＝資本金等の金額 ロ＝所得の金額１
２

3.75
1000 × 6.25100× 当該事業年度の月数12

①普通法人、協同組合等及び人格のない社団等（②掲げるものを除く）

×所得の金額 6.25
100

②普通法人、協同組合等及び人格のない社団のうち資本又は出資を有しないもの、
　一般財団法人及び一般社団法人（非営利型法人に該当するものに限る）並びにNPO法人（認定NPO 法人を除く）などのみなし公益法人等

《寄付金合計額》

年間/36,000円

‒2.000円

34,000円 《減税控除額》
13,600円

40%

9 10

申込書に必要事項をご記入（下の記入例ご参照）の上、
同封の返信用封筒で郵送ください。
または、FAX（03-3784-8012）にてご送付ください。

「昭和医科大学サポート寄付制度」 で検索、
または、右のQRコードをご利用いただき、
申込みフォームである

「クレジットカード決済を利用する」へお進みください。

※振込手数料は寄付者ご本人様負担となりますので、ご了承ください。

申込み金額をご記載ください。
分割を希望される場合は、
申込み合計金額をご記載ください。

ご寄付される方の
お名前をご記入ください。
企業・団体の場合は
企業団体名をご記入ください。

振込み方法をご記入ください。
分割をご希望される場合は
回数と振込時期をご記載ください

ご寄付いただいた方のお名前を
昭和医科大学発の刊行物に
掲載させていただいております。
掲載の諾否にチェックをお願いします。

1

2

3

4

寄 付
月々

3,000円

1

3

4

2

※「税額控除」の寄付金控除対象額は、当該年の所得税額の25%が限度となります。

個人
の

場合

法人
の

場合
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